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　この2, 3年入退院を繰り返されていた本会歴史特別委員会委員長，元副会長，名誉会員 

高橋茂先生は11月22日にご逝去．計算機の歴史を残すことにも尽力され，「日本のコンピ
ュータの歴史」他の編集，コンピュータ博物館の整備を指導されたほか，会誌の「日本の情
報処理技術の足跡」に何回も執筆された（44巻3, 4, 5, 8, 9, 10月）．この分野の先達に昔話を
聞くオーラルヒストリー，次は高橋さんの番といわれていたが，間に合わなかった．
　時は1880年．外国人教師が来ぬので学生の田中館愛橘が迎えにいくと「今日は Jesus

の誕生日で休みだ．諸君も休め」．12月25日はNewtonの誕生日でもあり，東大物理の
Newton祭が始まる．編集子が学生の頃は入冬祭とも書き，翌日から冬休み．ただ誕生
日だから「Newton節」である．計算機科学で左様な記念日はと生没日を見る．Babbage 

b12/26,d10/18; Ada b12/10,d11/27; Turing b6/23,d7/7; von Neumann b12/28,d2/8.  誰がいい?

　31 Oct = 25 Decは計算機屋にしか通じぬジョークである．アメリカ ITまわりの話題は廣
瀬正がその「クリスマスシーズン」を書いた．ハロウィンからクリスマスまでが賑わうと書
いてある．その季節を2回，アメリカで過ごした編集子には，さほどの記憶もない．3年前
にハワイ島にすばる望遠鏡を見学に行ったときは天文台の林家でハロウィンを体験す．
　特集の「医療のためのディジタルヒューマン技術」はエディタ金子邦彦，ゲストエディタ
持丸正明，金出武雄が担当．全編人体のモデル化の話で，人間解明より医療への応用が目
標である．屍体実験というのもあり，子供の頃，鬼の腹の中の一寸法師の絵にさえ震えた気
弱の編集子は図から目をそむけて読むのがやっとであった．
　スキル標準というものが出来つつあるので，それを記事にしようと編集会議で話し始めて
からずいぶん時間がたった．それとともに分野も拡大し，「情報技術関連のスキル標準と人
材育成」（大原茂之他）は IT，組込み，バイオの3領域をまとめ，大論文になった．なにな
にレベルではなになにが出来るというのを，もう少し詳しく知りたいところだ．人材育成の
面ではアクレディテーションも同様で，委員会では各分野の最低水準を相談した．
　将棋のプログラムがいま話題だ．チェス機械は1940年代後半にShannonやTuringが熱を
あげていた．1910年代にTorresの機械もあった．Torresの詳細は知らぬが盤面の有利さに
基づく評価関数の枝刈りを使う．Haskellプログラミング「対戦型n目並べ」（尾上能之）も
その手．n=3のTicTacToeとn=5の5目並べは見かけは似るも，戦術はずいぶん違いそうだ．
　Haskellは多くの先輩関数プログラムの機能を引き継いだ．その先輩の1つがMLだ．名著
名論は岩崎英哉によるStandard ML誕生の契機になった論文の紹介である．型なしLispか
ら関数プログラミングに転向すると型推論に悩まされるが，型推論はMLからの伝統である．
その2は植村俊亮によるデータベースでTuring賞の論文である（星守，西村恕彦による訳は
bit 1974年12月号27～35ページにある）．
　美崎薫の整理術は「自分について考えるツール」．SmartCalendarがよいと言いたいらしい．
　坂内正夫は「IT研究開発に夢とビジョンを !」で夢不足と嘆く．科研費に当ろうとばかりす
れば夢は出てきそうもない．夢はほどほどでよく，むしろ本稿最後の方にある文化論が重要
であろう．なお秋の学術会議の改選で坂内を始め13名の情報学チルドレンが誕生した．
　オーストラリアには飛行機で往診にいく医師がいると聞く．ITと医療の話題（中島直樹
「アジア遠隔医療プロジェクト─Balancing on a Rolling Ball─」）は遠隔医療というから無医
村対策かと思ったが違った．海外生活では病状を説明する語彙が貧弱なため病気は心配の
種子だ．その点この遠隔医療は福音である．割り勘国際標準に関しては少なくとも編集子の
参加する計算機科学分野のミーティングは常にDutch accountである．（咊）
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